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を図形表示して視覚的に見る「声紋

（Voiceprint）」の研究を目にしました。

声紋すなわちSound Spectrogramで

見ると、「あ」と「い」の違いはここ

にあるとか、人によって違うとか、

声紋鑑定もできるということで、非

常に興味を持ち、大学に入ってから、

研究と結びつけて深く取り組むよう

になりました。大学院では、音につ

いての視野を広げるため、騒音、嫌

な音というのはなぜなのかを、心理

的な面と物理的な面の両方から研究

しました。大学院終了後も音声の研

究を続けていきたかったので、当時、

音声研究の分野では最高水準の研究

機関であった武蔵野電気通信研究所

（通研）を希望しました。通研に入る

際に、私が研究したいと言ったのは、

「人がなぜ声を巧みに、何の苦もなく

聴くことができるのか」ということ

です。人間は、「あ」と「い」は明ら

かに違う音と判別できるのに、当時

のコンピュータではようやくそれが

分かるようになったばかりというこ

とで、人間の能力のすばらしさ、音

声認識、言語理解のすばらしさに興

味を持ったからです。

―ナイーブな興味から、サイエンス

の領域に入られた転換点は。

東倉 ナイーブな興味としての音楽

音楽ファンであった父親の影響もあ

って、「音楽」に強く惹かれました。

我が家にはSP盤のレコードが沢山あ

り、それを聴いているうちに、「音楽

というのは国を越え、言葉を越えて

感動を呼ぶすばらしいものだ」と思

いました。そのうち、「音声」は非常

にすばらしい楽器であるということ

から、音声に強い関心を持つように

なりました。大学に入った頃、音声

―東倉フェローは音声情報処理、人

間情報学の分野がご専門ですが、初め

になぜ音声情報処理という領域を選ば

れたのか教えてください。

東倉 音に対するナイーブな興味か

らきています。私たちの周りにはい

ろんな音があります。私の場合は、
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は、「何を言っているか」というより

は、「音色」のすばらしさを聴くこと

にありました。ところが、音声とい

うものの役割に目を向けた時に、い

ろんな複雑な仕組みがあるんじゃな

いかと思いました。音楽では、声質

（Voice Quality）と高低（Prosody）

を主に使うわけですが、それ以外にも

内容を伝える音素や音韻とかが非常に

うまく絡み合っている。今振り返ると、

そこに興味を持ったのが、転換点だっ

たのではないかと思います。

―膨大な情報とうまくつき合ってい

く方法、ITを進展させるキーポイント

を教えてください。

東倉 私は、音の研究から始めて、

だんだん分野が広くなってきて、人

間の情報処理全般とコンピュータの

情報処理全般を扱うようになりまし

た。人間と情報との関わりは非常に

面白いところがあって、かつて情報

は人間が生存するために必須のもの

でした。五感によってとらえる情報

により、餌を捕らえ、敵から逃れ、

異性と巡り会ってきたのです。それ

が、情報化時代に向かう過程で、情

報は利便性・効率性を高めるために

利用され、最近では楽しみのために

使われるようになりました。そして、

情報は、どんどん増えてきて、今は

情報爆発時代です。ホームページの

数だけでも、100億とも百数十億と

も言われています。しかも、その内、

検索ソフトで探せるのは一部にすぎ

ません。欲しい情報がいつでも、ど

こでもすぐ手に入る状況が非常に重

要になってきて、そのためのテクノ

ロジーもいろんな形で、日々進歩し

てきています。しかし、あくまで自

分から情報を探しにいく。アクティ

ブにならないとなかなか欲しい情報

が探せないという状況です。それに

対して、一方では受動的にいろんな

情報が押しつけ的に降ってきます。

―その多くは不要な情報…。

東倉 そのアンバランスをなくす

必要があります。欲しい情報をアク

ティブに、必要の都度探さなくても、

適度な量だけ自分に与えられるとい

う状況をつくることが、これからの

情報化社会で重要になってくると思

います。そのためには、いろんな要

素技術がありますが、大きな視点で

まとめていくことが重要です。個人

の好みと、何を欲しているかという

情報を捉えて、それを利用する。あ

るいは一人ひとりがうまくそれを伝

えて、自分が欲しいと言わなくても、

情報が適度にくるというようにしな

いといけません。

―そのためには、ある程度の個人情

報を公開することが必要になる。

東倉 その際に関わってくるのが

個人情報の問題で、それを解決する

のが情報技術につきつけられた大き

な課題といえます。これは非常にや

りがいがあるし、やらなければいけ

ません。また、情報の受け手が人間

である以上、人間の五感と脳の働き

を充分に理解することが必要不可欠

です。そして、その働きを最大限に

活用できる形で情報を与え、五感と

脳をバランスよく、柔らかく刺激す

ることが重要です。そのためには、

人間の情報処理の研究をもっと加速

することが重要です。それにより、

今は分かっていない潜在能力を引き

出せるかもしれません。私が ITに

よく期待するのは、人間の潜在能力

を ITで顕在化できる可能性がある

ということです。人間と ITのパー

トナーシップにより、ITはきわめ

て人間にとって使いやすいものとな

り、2つが組み合わされた時に1＋1

が2ではなくてもっともっと大きく

なる。そこまで突っ込んで、情報と

の新しいつき合い方を探していくこ

とが究極のポイントだと思います。

―ITには光の部分と影の部分があり

ますね…。

東倉 人間の持つ悪の部分、影の

部分が作用するというのは、すべて

の技術に対して言えることです。

ITをうまく使いこなす大きなポイ

ントは、ITの優れた部分を最大限

に引き出しながら影の部分を最小限

に抑えることです。これは、当たり

前の話ですが、非常に難しい。象徴

的に言われるのは、「ITの中に天使

も悪魔もいない」と。どこにいるか

というと使う人間の中にいる。だか

ら ITにかかわらず、人間の良い面

と悪い面というのが、ずっとつきま
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功していると言っても過言ではあり

ません。人材を開拓したら、その人

の個性が発揮できる最大限の環境を

創るというのがマネージャーの役割

です。その結果、その人が非常にい

い成果を上げたら、自分の成果とし

て一緒に喜ぶことが重要です。その

人以上に喜ぶ、というのが自然にで

きないといけません。人材を開拓し

て、その人がうまくいってくれて、

その成功を自分のことのように喜べ

た時は、基礎研究のマネージャー冥

利につきると思います。

また、基礎研究は、応用研究に比

べて具体的な成果や先行きが見えに

くく、非常に息の長い研究です。今、

世の中でもてはやされている携帯電

話の音声技術とか、光ファイバの技

術は、30年かそれ以上前に通研で

スタートした技術です。それくらい

綿々と、可能性を信じていろんな人

が研究をつないできている。したが

って、基礎研究のマネージャーは、

特に企業の組織でやるときは「企業

性」を考えて、研究内容に関する明

確な将来ビジョンを描いて、絶えず

その存在価値を外部にアピールする

ことが重要です。個々の研究者はそ

んなことを意識する必要がなく、マ

ネージャーがそこをフォローしてや

るというのが重要な点です。非常に

大きな夢を与えるようなビジョンを

掲げ、先頭に立って走っていく必要

があります。誰もその時は省みなか

ったもの、そんなリスクのあること

をやって何になると言われたこと

が、その後で潮流になったときの達

成感、醍醐味は言葉で表せないくら

い大きいですね。

―ある意味、壮大なロマンティスト

でなければならない。

東倉 楽天家で、ロマンティスト

でないと務まらないですね。だから

私は、研究者がこんな研究をやりた

いと言った時には、「まずやってみ

ろ」という姿勢でした。もちろん、

やらせてみた結果は、自分が責任を

とってやるわけです。自分がわから

ないからといって否定するというの

はマネージャーとしては失格です。

―諸外国と比べ、日本の研究者が長

けている部分、不足していると感じる

部分はどんなところですか。

東倉 日本の研究者が長けている

部分は、ある分野の専門家としてそ

れを非常に高いレベルで突き詰める

というところと、粘り強く環境が悪

くても我慢してずっとやれるという

ところは、どこにも負けません。そ

れに対して欧米、特にアメリカの研

究者の場合、一人ひとりの研究者の

視野が非常に広いですね。一人の研

究者で、３つぐらいの違う学問分野、

それも超一流を合体させた「ダ・ヴ

ィンチ型」の研究者というのはなか

なか日本では見つかりません。欧米

ではけっこういます。よく「異分野

融合」が重要と言われます。ある分

野を活性化しようとしたら、そこに

その分野とはまったく関係のない人

間を 3割入れろと言われるくらい、

言葉の通じない研究者が一から話し

合うことによって、新しいものも生

まれてくるわけです。それを一人の

人間の中に持っているというのが欧

米です。日本の場合、いわゆる「寄

とってくる。ITがそこまで人間を

うまく導けるかというと、それは

ITに対する過大評価ではないかと

思います。

―先程の人間の潜在能力を引き出す

ような研究というのは、すでに行われ

ているのですか。

東倉 日本では、JST（科学技術振

興機構）が推進するERATO（戦略

的創造研究推進事業）プロジェクト

の一環で、カリフォルニア工科大学

の下條信輔教授をリーダーとする

「潜在脳機能」という脳の持ってい

る潜在的な力をテーマにしたプロジ

ェクトが進行中です。このプロジェ

クトは、NTTコミュニケーション

基礎科学研究所を研究拠点として、

研究活動が展開されています。また、

最近では脳と教育が大きくクローズ

アップされてきて、いかに脳の持っ

ている力を引き出すかということ

で、人間の情報処理まで考慮したe

ラーニングの研究が始っています。

―東倉フェローは、研究者とマネー

ジャーの２つの顔を持っていらっしゃ

います。基礎研究のマネジメントを行

う上で大切なこと、研究では味わえな

い醍醐味などを教えてください。

東倉 私の研究人生の半分以上は、

基礎研究のマネジメントです。自分

で今、基礎研究のマネジメントはこ

うだと思っているのは、「研究は人

なり」ということです。優秀な人材

を探してきたら、その研究プロジェ

クトは８割方、あるいはそれ以上成
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り道」をしてみようかというのがな

かなか許されないという面がありま

す。ベンチャーについても、１回の

失敗は何回でも再チャレンジさせる

というのが欧米型で、１回の失敗で

終りになるのが日本型とよく言われ

ますが、そういうところは研究分野

にもあてはまります。

―国際電気通信基礎技術研究所

（ATR）立上げ時のエピソード、苦労

されたことなどをお聞かせださい。

東倉 これは本当に貴重な経験で

した。とにかく更地に家を建てるよ

うなものでした。当時のAT&Tベ

ル研究所から帰ってくるなり、

ATR設立に参加しろと言われまし

た。国際的な基礎研究所を設立する

という以外、何も決まっていません

でした。研究テーマと研究組織をつ

くるマスタープランの段階から関わ

りました。初めは、とんでもない話

だと思いましたが、やり出してみる

とこんな機会は二度とないというこ

とで、前向きな姿勢で懸命に取り組

みました。その時に非常に苦労した

のは、人の問題です。産官学の新し

い研究組織ということですが、

NTTが中心でしたから、当時の

NTTの人事担当のトップにかなり

無理なお願いをしてNTTから出向

する初期メンバーを決めました。各

企業はそれを見て、優秀な研究者を

だしてくれましたし、外からも人が

集まりました。制度についても、ベ

ル研と通研の良いところを参考に

し、そこから取ってこれないところ

は新たに作りました。

ATRをスタートさせてから一番困

ったのは、いかに短時間に、国際的

にATRの知名度をあげるかというこ

とでした。そこで、10年、20年を通

して世の中の潮流になると思われる

テーマを選んで、そのテーマ毎に国

際的なワークショップやシンポジウ

ムを頻繁に主催しました。超一流の

研究者を招待し、ATRに来てもらっ

てというのを繰り返しました。これ

により、ATRは２、３年でコミュニ

ティの中では完全に知られるように

なりました。いろんなことがポジテ

ィブフィードバックでうまくいった

というのがATRの立上げでした。

―東倉フェローの夢をお聞かせくだ

さい。またR&Dを推進する研究者に

メッセージをお願いします。

東倉 私はNTT研究所長時代に、

ITというものに代表される科学技

術が、世の中にとって何なのかとい

うことが非常に気になりました。そ

こで自分でも勉強し、人（特に異分

野の人）と議論し、NII（国立情報

学研究所）にきてからは、情報制度

論という法律関係まで視野に入れる

ようになりました。人類は今、環境、

エネルギー、人口、食糧問題をはじ

めいろんな難問に直面しています。

こういう課題を解決し、人類と社会

の持続的な発展のためには、情報技

術は欠くべからざる技術になると思

います。膨大な情報とうまくつき合

う方法があるかというご質問に対し、

先程は個人の能力のお話をしました。

今までは自分の頭脳だけで足りない

場合は、仲間の頭脳を借りていまし

た。これからは、人類の集団として

の知恵を出すことが重要です。これ

を私は、「地球ブレイン」と称してい

ます。インターネット世界は、地球

ブレインのプロトタイプといえます。

文殊の知恵ではなくて、地球全体が

ひとつの頭脳、地球ブレインになり、

そこから問題を解決する新しい知恵

を出していく。そういうIT社会の実

現に向けて、技術の面だけでなく、

社会システムや法制度まで含め、ビ

ジョンを示していきたいというのが

現在の強い想いです。

基礎研究の研究者には、「自分の

土俵は自ら作れ」とアドバイスした

いですね。新しい、人の手掛けてい

ないテーマに挑戦し、それを大きく

育てていくということが大事で、そ

の時には、問題をできるだけ大きく

広く捉えていくべきだと思います。

蒔かない種は生えないわけですか

ら、恐れずに、いろんなところに種

を蒔かなければいけません。短期的

に成果を追求するのではなくて、と

にかくチャレンジングにやっていっ

て欲しいと思います。いろんなプレ

ッシャーもあるでしょうが、食らい

ついてやっていけば、長い研究人生

の中でいろんなことが拓けてきま

す。「俺がやることは、非常に重要

なことで、新しいことを切り開いて

いくんだ」という信念を持って取り

組むことが重要だと思います。

―本日は有り難うございました。
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